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伝統的工芸品指定「佐渡無名異焼」

国
が
認
め
た

　
　 
伝
統
の
技
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﹁
佐
渡
無
名
異
焼
﹂
が
国
の
﹁
伝
統
的
工
芸
品
﹂
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

伝
統
的
工
芸
品
と
は

　
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
︑﹁
伝
統
的
工
芸
品
﹂
の
名

称
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
産
地
組
合
な
ど
が
振
興
計
画

な
ど
を
策
定
し
認
定
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
︑
後
継
者
育
成
や
需
要
開
拓
と
い
っ

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
伝
統
的
工
芸

品
産
業
支
援
補
助
金
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
︒
支
援
補
助

金
の
活
用
に
よ
り
︑
産
地
振
興
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

　
こ
れ
ま
で
︑
南
部
鉄
器
︑
輪
島
塗
︑

西
陣
織
な
ど
２
４
３
品
目
︵※

︶
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
県
内
で
は
17
品
目

と
な
り
登
録
数
は
東
京
都
に
つ
い
で
︑

京
都
府
と
並
ぶ
全
国
２
位
と
な
り
ま
し

た
︒

︵※

︶
令
和
６
年
10
月
17
日
時
点

無
名
異
焼
と
佐
渡
金
銀
山
の

か
か
わ
り

　
無
名
異
焼
の
原
料
と
な
る
無
名
異
土

は
︑
約
３
千
万
年
前
︑
活
発
な
火
山
活

動
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
︑
こ

の
火
山
活
動
に
よ
り
金
銀
鉱
脈
も
多
く

形
成
さ
れ
ま
し
た
︒

　
無
名
異
土
は
金
銀
鉱
脈
の
周
辺
で
採

れ
る
た
め
︑
江
戸
幕
府
の
財
政
を
支
え

た
幕
府
直
轄
の
金
銀
山
に
も
由
縁
が
深

く
︑
歴
史
的
背
景
か
ら
見
て
も
伝
統
的

な
産
物
と
も
言
え
ま
す
︒

　
当
時
︑
金
銀
山
の
影
響
に
よ
り
相
川

の
町
に
は
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
お

り
︑
日
用
食
器
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
︑
日
本
海
を
北
上
し
て
い
た
北
前

船
が
︑
備
前
や
越
前
焼
な
ど
の
器
を
積

ん
で
入
港
し
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
が
︑

し
ば
ら
く
は
佐
渡
の
焼
き
物
が
な
く
︑

江
戸
時
代
後
期
に
陶
器
を
作
り
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

佐
渡
無
名
異
焼
と
は

　
無
名
異
焼
は
佐
渡
金
銀
山
周
辺
か
ら

採
れ
る
無
名
異
土
︵
酸
化
鉄
を
多
量
に

含
ん
だ
赤
土
︶
を
原
料
と
す
る
焼
物
で
︑

19
世
紀
初
頭
に
無
名
異
土
を
混
ぜ
る
赤

色
の
楽
焼
が
最
初
に
始
ま
り
︑
明
治
時

代
に
高
温
で
硬
質
に
焼
成
す
る
現
在
の

無
名
異
焼
が
完
成
し
ま
し
た
︒

　
完
成
し
た
焼
物
は
堅
く
焼
き
締
ま
っ

て
い
る
た
め
に
金
属
音
を
発
す
る
特
徴

を
も
ち
︑
そ
の
色
合
い
は
使
用
す
る
ほ

ど
に
光
沢
を
増
し
︑
独
特
の
落
ち
着
い

た
趣
と
な
り
ま
す
︒

　
佐
渡
の
焼
き
物
は
︑
坑
内
の
照
明
に

用
い
る﹁
カ
ワ
ラ
ケ
﹂や
精
錬
用
の
鞴︵
ふ

い
ご
︶の
吹
き
口
に
使
用
す
る﹁
羽
口︵
は

ぐ
ち
︶﹂
が
始
ま
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
︒

　
こ
の
羽
口
屋
で
あ
っ
た
伊
藤
甚
兵
衛

が
︑
無
名
異
土
を
用
い
た
楽
焼
を
焼
成

し
た
こ
と
か
ら
﹁
佐
渡
無
名
異
焼
﹂
が

誕
生
し
ま
し
た
︒

さ
ど
む
み
ょ
う
い
や
き

11
月
13
日

　伝
統
的
工
芸
品
の
申
請
団
体
で
あ
る

佐
渡
無
名
異
焼
の
会
が
市
長
を
訪
問
し
︑

指
定
を
直
接
報
告
し
ま
し
た

佐渡無名異焼の会
赤 水 窯 ／伊藤　赤水（相川）
小 平 窯 ／北村　勇人（相川）
北 沢 窯 ／其田　和彦（相川）
玉 堂 窯 ／細野　利夫（佐和田）
風 の 窯 ／渡辺　陶生（小木）

永 柳 陶 房 ／永柳　修一（相川）
数右ヱ門窯／長浜　数右エ門（相川）
厳 常 寺 窯 ／丸山　義美（相川）
国 三 窯 ／渡辺　陶三（金井）
玉 山 窯 ／中静　英仁（金井） 

窯名／代表（地区）の順に記載（敬称略）

佐
渡
無
名
異
焼
の
会

　永
柳

　修
一

　さ
ん
（
永
柳
陶
房
）

　﹁
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
て
︑
悲
願
の
登
録
と
な
り
ま

し
た
︒

　
無
名
異
焼
に
光
を
当
て
た
い
と
い
う

思
い
で
登
録
に
向
け
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
︑
後
継
者
の
育
成
︑
原
材
料
の

確
保
と
い
っ
た
︑
事
業
者
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
︑
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
山

積
し
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
が
﹁
始
ま
り
﹂

だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
私
た
ち
事
業
者
も
︑
当
事
者
と
し
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
︑
今
回
の

指
定
を
契
機
に
︑
皆
さ
ま
か
ら
佐
渡
無

名
異
焼
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
︒﹂

渡
辺
市
長

　﹁
小
木
町
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
認
定
︑﹁
佐
渡
島
の
金
山
﹂

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
続
き
︑﹁
佐

渡
無
名
異
焼
﹂
と
い
う
︑
佐
渡
の
文
化

が
日
本
を
代
表
す
る
文
化
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
︑
誇
り
に
思

う
と
と
も
に
︑
技
術
を
継
承
し
︑
発
展

さ
せ
続
け
て
き
た
申
請
団
体
で
あ
る
佐

渡
無
名
異
焼
の
会
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
︑
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
の
敬

意
を
表
し
ま
す
︒

　
今
後
は
︑
こ
の
よ
う
な
歴
史
や
文
化

の
発
信
と
共
に
︑
伝
統
技
術
お
よ
び
技

法
価
値
の
再
認
識
と
次
世
代
へ
の
継
承

の
た
め
︑﹁
佐
渡
無
名
異
焼
﹂
の
発
展

に
取
り
組
み
︑
佐
渡
の
伝
統
的
工
芸
品

の
代
表
と
し
て
島
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
活
用
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
︑
島
内
外
そ
し
て
海
外
で
も
末

永
く
愛
さ
れ
る
よ
う
︑
関
係
者
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
︒﹂
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　11 月 14 日（木）、令和 6年度納税表彰式がアミューズメント佐渡で行われ、申告納
税制度の普及発展に努められ、納税道義の高揚に顕著な功績のあった個人や租税教育の
推進に寄与した学校などが表彰されました。また、税を題材とした作文や絵はがきを募
集し、優秀な作品が表彰されました。

税はわたしたちの暮らしを支えています
令和6年度 納税表彰式が開催されました11/ 14

◇ 佐渡税務署長納税表彰	 浅
あさ

野
の

　 彰
あきら

　

◇ 租税教育推進校等税務署長感謝状贈呈校	 両津吉井小学校

◇ 税に関する高校生の作文

◇ 中学生の税についての作文

佐渡税務署長賞	 山
やま

口
ぐち

このこ　（佐渡中等４年）

佐渡税務署長賞	 上
うえ

之
の

山
やま

篤
あつ

人
と

　（松ヶ崎中２年）

	 榊
さかき

原
ばら

愛
あい

琉
る

　（南佐渡中３年）

新潟県新潟地域振興局長賞	 本
ほん

間
ま

は な　（南佐渡中３年）

佐渡市長賞　	 信
し

田
だ

穂
ほの

香
か

　（畑野中２年）

	 金
かね

子
こ

晴
はる

哉
や

　（真野中２年）
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「トリック・オア・トリート♪」
金井保育園児が
ハロウィンの仮装で庁舎訪問

　秋の「こどもまんなか月間」スタートに向け
て	、金井保育園の子どもたちがハロウィンの仮
装をして市役所本庁舎を訪問しました。
　おばけや魔女に仮装した園児たちが、庁内見
学も兼ねて本庁の各フロアを回り、「トリック・
オア・トリート♪」の可愛らしい声が庁舎内の
雰囲気を明るくしてくれました。

10/ 31

	 石
いし

塚
づか

　 悠
ゆう

　（相川中３年）

佐渡市教育長賞	 田
た

中
なか

麻
ま ゆ

友　（相川中３年）

	 中
なか

村
むら

太
た

一
いち

　（松ヶ崎中２年）

佐渡税務団体連絡協議会長賞	 石
いし

塚
づか

ゆりあ　（松ヶ崎中２年）

	 佐
さ

藤
とう

碧
あい

琉
る

　（両津中３年）

全佐渡納税貯蓄組合連合会長賞	 中
なか

川
がわ

瑠
る

菜
な

　（南佐渡中３年）

	 本
ほん

間
ま

樹
じゅ

里
り

愛
あ

　（南佐渡中３年）

全国納税貯蓄組合連合会感謝状贈呈校	 松ヶ崎中学校

◇税に関する絵はがきコンクール

佐渡税務署長賞	 和
わ

田
だ

明
め

愛
い

　（羽茂小６年）

　市税は、市の収入の約 10%（約 50 億円）を占めており、福祉や子育て、ごみ処理や
救急活動など、わたしたちの暮らしを支える貴重な財源です。納期限までに納付をお願
いします。

　お問い合わせ
　　表彰式に関すること　佐渡税務署総務課　　　☎７４－３２７６（自動音声案内）
　　市税に関すること　　市役所税務課市民税係　☎６３―５１１０

ハロウィンの仮装をして
庁舎内を見学する子どもたち

（敬称略）



　現在、佐和田行政サービスセンター２階にある佐渡市消費生活センターは、さわた図書館の移転
にともない、12 月 23日（月）から、佐渡中央会館２階に移転します。
　佐渡中央会館は、佐和田行政サービスセンターの隣で、現在さわた図書館のある建物です。
　移転後も電話番号や住所は変更ありません。
　買い物の際のトラブルや悪質商法など、消費者トラブル
に関することは、お気軽に佐渡市消費生活センターへご相談
ください。

佐渡市消費生活センター
　〒 952 -1393 佐渡市河原田本町 394 番地
　　　　　　　佐渡中央会館 2 階
☎ ５７―８１４３　　FAX ５２―６０２４

　　 s-sodan@city.sado.niigata.jp
開館時間：平日　午前９時～午後４時 				

卍

佐渡市消費生活センターの事務所が移転します

佐和田
行政 SC

普賢寺

本町

冬に備える！突然の大雪や停電に備えて準備をしましょう

大雪への備え
〇家の周りの確認
　雪の重みで壊れそうな場所（屋根、木の枝など）を点検し、
必要に応じて補強や伐採をしましょう。
〇交通機関の運行状況を確認
　大雪の際にはバスなどの運行が変更・中止になることがあります。
最新の運行情報を確認できる手段を用意しましょう。

停電への備え
〇非常用の備蓄品
　懐中電灯、乾電池、ラジオ、モバイルバッテリー、毛布、非常食、水を用意しましょう。
〇断水対策
　冬季は、断水のリスクも伴います。水を事前に貯めておきましょう。
〇暖房対策
　停電した場合の暖房手段（石油ストーブ、カイロ、予備の灯油など）を確認・準備しましょう。
〇周辺地域の状況を把握
　ラジオやインターネットを使って、市役所や電力会社からの最新情報を確認しましょう。

地域との協力
〇近所との連携
　高齢者や子どもがいる家庭には特に注意を払い、いざという時に助け合えるよう日頃からの
コミュニケーションを図り、顔の見える関係を作りましょう。

お問い合わせ　防災課防災安全係　☎ ６３―３１２５

佐和田行政
サービス
センター入口

佐渡
中央会館

法テラス佐渡法律事務所は12月2日（月）から佐渡中央会館２階に事務所を移転しています。

6市報さど　令和6年12月号



市民課（本庁舎 1 階）休日窓口のご案内

〇住民票などの発行ができる窓口
　毎月第２・第４日曜日　午前８時３０分～午後０時３０分
　※ 12 月 22 日（日）は、システムメンテナンスのためマイナンバーカードに関する手続きを
　　 休止します。

　〈 取扱い可能な手続き 〉
・住民票などの発行　・住民異動届　・戸籍届出の受付
・パスポートの受け取り　・マイナンバーカード申請受付と交付
・印鑑登録　・住民異動に伴う国民健康保険証発行

〇マイナンバーカードの平日時間外・休日窓口
　平日：水曜日　午後７時３０分まで延長
　休日：日曜日　午前８時３０分～午後０時３０分※
　※システムメンテナンスのため、毎月第３日曜日は休止。12 月はシステムメンテナンス
　　日の変更により、12 月 22 日（日）が休止日となります。
　※年末年始の休業期間（12 月 29 日～翌年１月３日）は休止します。

　〈 取扱い可能な手続き（マイナンバーに関する手続きのみ）〉
・マイナンバーカードの交付申請、受け取り
・マイナンバーカードのオンライン申請補助
・マイナンバーカードに関する手続き（紛失届、廃止届など）
・電子証明書の更新、発行

〇マイナンバーカードは各支所・行政サービスセンターでも交付申請、受け取りが可能です
　本庁舎以外での受け取りを希望される場合は、受け取りを希望する 10 日
前までに、受け取りを希望する支所・行政サービスセンターまたは、市民課
にご連絡ください。
　本人確認書類（有効期限内のマイナンバーカード、運転免許証など）の
ほかに、手続きによっては必要な書類がある場合がありますので、詳しくは
お問い合わせください。

〇マイナンバーカードの出張申請随時受付中です
　市職員が市内の企業や地域団体などに出張して、顔写真の撮影から申請までの手続きをサポート
します。希望する企業や団体は、実施希望日の約１ヶ月前までに申込書の提出が必要です。
　詳しくは市民課戸籍係へお問い合わせください。

　　　　　対 象：①佐渡市内に事業所を置く企業など　②佐渡市内の地域団体など
　　　　　日 時：火曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）の午前 10 時～午後４時
　　　　　定 員：申請希望者が概ね５人以上であること

お問い合わせ　市民課戸籍係　☎６３―５１１２

7 市報さど　令和6年12月号
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（空欄：通常営業）
（◎：時間短縮営業）

12 月 1 月

27 日
（金）

28 日
（土）

29 日
（日）

30 日
（月）

31 日
（火）

1 日
（水）

2 日
（木）

3 日
（金）

4 日
（土）

5 日
（日）

市役所、各支所・行政サービスセンター
☎ 63-3111（代表）
出生や死亡など戸籍の届け出は、休業日も宿日
直が受け付けます。

休 休 休 休 休 休 休 休 休

両津病院　☎ 23-5111
急患は休業日も受け付けます。 休 休 休 休 休 休 休 休

相川診療所（内科）　☎ 74-3121 休 休 休 休 休 休 休 休 休
相川診療所（整形外科）　☎ 74-3121 休 午後休 休 休 休 休 休 休 休
赤泊診療所（内科）　☎ 87-2033 休 休 午後休 休 休 休 休 休 休
赤泊診療所（歯科）　☎ 87-3170 午後休 休 休 休 休 休 休 休 休
小木診療所　☎ 81-4500 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
佐渡市休日急患センター　☎ 63-3121

（佐渡総合病院） ◎受付時間：9:00 ～ 16:00 休 休 ◎ 休 ◎ ◎ ◎ ◎ 休 ◎

佐渡市防災センター　☎ 51-0119
（消防本部） 休 休 休 休 休 休

佐渡市消費生活センター　☎ 57-8143
消費者ホットライン☎ 188 は 12/29 ～ 1/3 休業 休 休 休 休 休 休 休 休 休

あいぽーと佐渡　☎ 67-7633
（インフォメーションセンター） 休 休 休 休 休 休

おーやり館　☎ 67-7275
（相川観光交流センター） 休 休 休 休 休 休

ふすべ村　☎ 88-3616 休 休 休 休 休 休
赤泊自然休養村管理センター
☎ 87-3121 休 休 休 休 休 休

マリンプラザ小木　☎ 86-3200
（南佐渡総合案内所） 休 休 休 休 休 休

サンライズ城が浜　☎ 87-3215 休 休 休 休 休 休
あかどまり城が浜温泉　☎ 87-3215 休 休 休 休 休 休
SADO PORT LOUNGE
☎ 090-9368-0477 休 休 休 休 休 休

きらりうむ佐渡　☎ 74-2215
（佐渡金銀山ガイダンス施設） 休 休 休 休 休 休

佐渡ジオパークセンター　☎ 27-2162 休 休 休 休 休 休 休 休 休
トキの森公園　☎ 22-4123
◎ 12/17 ～ 31 資料展示館のみ開館（入館無料） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 休 休 休

トキ交流会館　☎ 24-6040 休 休 休 休 休 休
市内体育施設　☎ 58-7356

（各体育館、陸上競技場など）
◎佐渡スポーツハウス温水プール：10:00 ～ 17:00

◎ 休 休 休 休 休 休 ◎

佐渡市総合体育館　☎ 67-7645
◎ 9:00 ～ 17:00 ◎ ◎ 休 休 ◎ ◎

市役所の年末年始休業日のお知らせ
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12 月 1 月

27 日
（金）

28 日
（土）

29 日
（日）

30 日
（月）

31 日
（火）

1 日
（水）

2 日
（木）

3 日
（金）

4 日
（土）

5 日
（日）

両津総合体育館　☎ 27-7080 休 休 休 休 休 休
平スキー場　☎ 63-4050 休 休 休
アミューズメント佐渡　☎ 52-2001

（佐渡中央文化会館） 休 休 休 休 休 休

佐渡市松ケ崎総合センター　☎ 66-3111 休 休 休 休 休 休 休 休 休
トキのむら元気館　☎ 22-4800 休 休 休 休 休 休
金井東部地区コミュニティセンター
☎ 67-7863（地域産業振興課） 休 休 休 休 休 休

佐渡海洋深層水分水施設　☎ 81-2611 休 休 休 休 休 休
各地区公民館
問い合わせは、各地区教育係へ。 休 休 休 休 休 休

図書館・図書室 ☎ 63-2800 休 休 休 休 休 休
各子育て支援センター　☎ 63-3126 休 休 休 休 休 休 休 休
両津郷土博物館　☎ 23-2211 休 休 休 休 休 休
相川郷土博物館　☎ 67-7750 休 休 休 休 休 休
赤泊郷土資料館　☎ 87-3141 休 休 休 休 休 休 休
佐渡博物館　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休
佐渡国小木民俗博物館　☎ 86-2604 休 休 休 休 休 休
佐渡植物園　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休
史跡佐渡奉行所跡　☎ 74-2201 休 休 休 休 休 休
新穂歴史民俗資料館　☎ 52-2447
冬季休館：令和 7 年 2 月末まで。

冬季休館

幸丸展示館　☎ 52-2447
冬季休館：令和 7 年 2 月末まで。

冬季休館

相川技能伝承展示館　☎ 74-4313 要予約 要予約 休 休 休 休 休 休 要予約 要予約

畑野鳥越文庫　☎ 66-2011 休 休 休 休 休 休 休
日本アマチュア秀作美術館　☎ 86-3456 休 休 休 休 休 休

【ごみ処理に関するお問い合わせ】　生活環境課クリーン推進係　☎６３―３１１３

ごみ収集・クリーンセンター休業日
12月31日㈫から1月3日㈮まで
　地区によってはごみの収集パターンが変更に
なっているところがあります。
　ごみ収集カレンダーをご確認いただき、ごみ
を出す日、種類を間違えないようご協力をお願
いします。

年末年始のごみの処分は計画的に！！

　年末年始はごみの搬出量が特に増える時期で
す。年末の自己搬入などによるクリーンセン
ターの混雑や集積所のごみの量が多くなること
が予想されますので、早めのごみ出しにご協力
ください。

し尿収集休業日
12月28日㈯から1月5日㈰まで
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令和５年度 決  算  報  告
　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのか

を知ってもらうために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

◆一般会計
　一般会計の決算額は、歳入が 536 億 6,519 万円、歳出は 516 億 3,029 万円となりました。
　形式収支（歳入歳出差引）は 20 億 3,490 万円の黒字となり、ここから翌年度へ繰越すべき財源 9 億
3,119 万円を差し引いた実質収支は、11 億 371 万円の黒字となりました。

　その他依存財源には、法人事業税交付金（1億1,547万円）、環境性
能割交付金（4,603万円）、株式等譲渡所得割交付金（2,749万円）など
があります。
　その他自主財源には、使用料及び手数料（6億169万円）、財産収入
（1億2,891万円）、分担金及び負担金（1億366万円）があります。

※１　依存財源　国や県から定められた額を交付されたり割り
当てられたりするお金です。

※２　自主財源　市が自主的に収入することができるお金です。

※３　義務的経費　毎年必ず必要となる固定的な支出で、
削減が難しい経費です。

※４　投資的経費　道路・学校・公共施設の整備など将来
に残るものに支出される経費です。

入湯税
2,397万円
0.5%

軽自動車税
2億9,816万円 5.9%

市たばこ税
3億6,465万円
7.3%

固定資産税
23億8,589万円
47.4%

市民税
19億5,797万円
38.9%

〈歳入〉 前年度に比べ43億8,379万円増額となりました。 〈歳出〉 前年度に比べ43億9,358万円増額となりました。
■性質別内訳■

[市税の内訳]

市税合計
50億

3,064万円

歳出決算額
516億
3,029万円

 歳入決算額
536億
6,519万円

■性質別分類■
★公債費・・・市の借入金返済のために使われ

たお金です。

★人件費・・・職員給料のほか、議員や非常勤
特別職の報酬などに使われたお
金です。

★扶助費・・・生活保護など社会保障に使われ
たお金です。

★普通建設事業費・・・道路・学校・公共施設な
どの整備に使われたお金です。

★物件費・・・消耗品や備品の購入、各施設の維
持管理などに使われたお金です。

繰入金
35億6,581万円
6.7％

その他
2億6,535万円
0.6%

維持補修費
8億5,170万円 1.6%

投資及び出資金・貸付金
10億3,719万円 2.0%

寄附金
6億6,573万円
1.2% その他

8億3,426万円
1.5%

繰越金
20億4,469万円
3.8%

諸収入
10億7,295万円
2.0%

地方譲与税
5億3,726万円
1.0%

地方消費税
交付金
13億716万円
2.4%

災害復旧事業費
3億6,253万円 0.7%

積立金
13億6,142万円 2.7%

繰出金
29億9,472万円
5.8%

市税
50億3,064万円
9.4%

県支出金
37億7,220万円
7.0%

国庫支出金
51億1,708万円
9.5%

市債
89億1,878万円
16.6%

地方交付税
205億3,328万円
38.3%

物件費
64億6,418万円
12.5%

補助費等
81億1,223万円
15.7%

普通建設事業費
90億1,279万円
17.5%

扶助費
51億821万円
9.9%

人件費
78億9,021万円
15.3%

公債費
84億3,511万円
16.3%

投資的経費※４
93億7,532万円 18.2%

義務的経費※３
214億3,353万円
41.5%

依存財源※１
404億5,111万円
75.4%

自主財源※２
132億1,408万円 24.6%

（注）端数の調整により計算が一致しない場合があります。
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市民一人あたりでは、このくらいのお金が使われました
民生費	 22万2,325円 総務費	 21万1,807円 公債費	 17万304円 土木費	 10万1,326円 衛生費		 9万6,741円
教育費	 9万2,132円 農林水産業費	 6万5,693円 消防費	 5万1,509円 商工費	 3万7,760円 その他	 1万1,684円

（令和 6 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 48,649 人で計算しています。）

◆特別会計
　特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など 10 会計があります。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額
国 民 健 康 保 険 56 億 7,608 万円 55 億 6,837 万円 1 億 771 万円
後 期 高 齢 者 医 療 8 億 3,839 万円 8 億 3,455 万円 384 万円
介 護 保 険 90 億 3,100 万円 86 億 5,748 万円 3 億 7,352 万円
小 水 力 発 電 2,373 万円 2,373 万円 0 円
歌 代 の 里 4 億 9,148 万円 4 億 7,275 万円 1,873 万円
す こ や か 両 津 6 億 1,073 万円 5 億 7,667 万円 3,406 万円
五 十 里 財 産 区 82 万円 13 万円 69 万円
二 宮 財 産 区 421 万円 307 万円 114 万円
新 畑 野 財 産 区 180 万円 179 万円 1 万円
真 野 財 産 区 226 万円 155 万円 71 万円

◆公営企業会計
　民間企業と同じような経営をしている事業で、水道事業会計、
下水道事業会計、病院事業会計があります。
○水道事業会計

区　　　分 決算額

収益的収支※５ 収　入 27 億 1,879 万円
支　出 25 億 7,141 万円

資本的収支※６ 収　入 10 億 3,468 万円
支　出 19 億 6,715 万円

○下水道事業会計

区　　　分 決算額

収益的収支※５ 収　入 31 億 4,998 万円
支　出    31 億 185 万円

資本的収支※６ 収　入 16 億 9,170 万円
支　出 23 億 4,833 万円

○病院事業会計

区　　　分 決算額

収益的収支※５ 収　入 15 億 7,648 万円
支　出    18 億 662 万円

資本的収支※６ 収　入 9 億 9,225 万円
支　出 8 億 5,581 万円

※５　収益的収支 　経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
※６　資本的収支 　将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金などの

支出とその財源となる収入です。

◆市債
　市が大きな事業を実施した時などに借り入れたお金で
す。

会　計　名 令和5年度末現在高
一　般　会　計 488 億 4,727 万円

特 別 会 計 すこやか両津 2,652 万円

公営企業会計
水 道 事 業 123 億 7,076 万円
下 水 道 事 業 166 億 4,137 万円
病 院 事 業 16 億 4,583 万円

◆市の財産
　庁舎、保育園、小・中学校などの建物や土地、市の貯
金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

区　　　分 令和5年度末現在高
土 地 73,773,063㎡
建 物 544,490㎡
山 林 61,751,785㎡
有 価 証 券 4 億 2,506 万円
基金 ※７　計 146 億 8,709 万円

※７　基金　特定の目的のために積立て、準備しておく資金のことで、
「教育文化振興基金」、「トキ環境整備基金」などの基金が

あります。

■目的別内訳■歳出は、目的別（どのような分野の行政サービスに使われているのか）からも見ることができます。
★民生費・・・高齢者、障がい者福祉や子育て支援の充実

などに使われたお金です。
★総務費・・・行政の運営や市税の徴収、広報紙の発行など

に使われたお金です。
★公債費・・・市の借入金返済のために使われたお金です。
★土木費・・・道路や住宅の整備などに使われたお金です。
★衛生費・・・ごみ処理や保健事業などに使われたお金です。
★教育費・・・学校教育の充実や生涯学習の推進などに使わ

れたお金です。
★農林水産業費・・・農林水産業の振興などに使われたお金

です。
★消防費・・・防災や救急活動などに使われたお金です。
★商工費・・・商工業や観光の振興に使われたお金です。
★その他・・・議会費、労働費、災害復旧費です。

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

農林
水産業費

消防費

商工費

その他

20億円 40億円 60億円 80億円 100億円 120億円

31億9,592万円

44億8,215万円

47億634万円

49億2,943万円

82億8,511万円

103億419万円

108億1,591万円

25億586万円

18億3,697万円

5億6,841万円
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総務費　103億 419万円

■庁舎整備費　25億4,731万円
　災害時の司令塔として、安全で迅速な災害対策と非常時優先業務の確実な遂行とともに、
利用者の利便性向上を図るため、市役所の新庁舎建設と現庁舎の大規模改修を行いました。

■ゼロカーボンアイランド推進事業　5,083万円
　2050 年のカーボンニュートラルの実現に向けて、新庁舎をはじめ、防災拠点となる公共施設

への太陽光発電設備や電気自動車などを導入するとともに、新たに EV カーシェアリングを開始

したほか、高効率エネルギー設備や薪ストーブの購入支援を行うなど、一般家庭や事業所などで

の再エネ・省エネ化を推進しました。

民生費　108億 1,591万円

■児童館・学童保育運営費　9,313万円
　児童の健やかな成長や保護者の仕事と子育ての両立に向けて、新たに加茂小学
校内に放課後児童クラブを設置するとともに、市内の放課後児童クラブの運営
を民間委託することにより利用者サービスの向上や支援員の確保を図りました。

■老人福祉一般経費　5,995万円
　医療・介護・福祉の連携を強化し、持続可能な社会保障サービスの体制整備を図ることを目的に、佐渡地
域医療・介護・福祉提供体制協議会の取り組みへの支援を行いました。

衛生費　47億634万円

■地域医療の人材育成・確保事業　1億927万円
　安定した医療提供体制を構築するため、不足する看護師確保への支援や看護師
を目指す学生への奨学資金貸与を行いました。また、新たに、新潟県・北里大学
と協定を結び、将来医師として一定期間佐渡で就業することを条件に、医学生に
対し、修学資金貸与事業を始めました。

労働費　2,884万円

■雇用促進の支援事業　2,489万円
　新規学卒就職者などに対するインターンシップの開催を通じて島内企業の認知度向
上や「佐渡」で働くことへの魅力を知ってもらい、市内企業への就職につなげること
ができました。また、新たに、デジタル技術を活用して、求職者と企業をマッチング
させる「さどマッチボックス」の運用を開始し、多様な人材の活躍の場を創出しました。

農林水産業費　31億9,592万円

■みどりの食料システム戦略推進事業　934万円
　保育園や小中学校の給食に無農薬無化学肥料栽培米を提供するとともに、農と食と環
境のつながりについて意識を高める食農授業を実施したほか、幅広い層の方々に有機農
業を身近に感じてもらうため、農家以外も対象とした有機園芸栽培研修会を開催しまし
た。また、無農薬無化学肥料栽培米の面積拡大に有効な機器の導入経費を支援しました。

令和5年度に行った主な事業の取り組みをご紹介します
皆さんから納めていただいた大切な税金は、さまざまな事業で使われています
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商工費　18億3,697万円

■「佐渡島の金山」世界遺産登録応援誘客促進事業�
　4,349万円
　世界遺産登録を目前に国内で佐渡の認知が向上している状況を好
機ととらえ、さらなる誘客を図るため、航空会社や鉄道会社などと連
携し首都圏や関西圏などに対して、佐渡の情報や交通手段などの情報
発信を行いました。

■企業誘致・スタートアップ支援事業　8,583万円
　スタートアップへの支援を強化し「起業成功率 No.1 の島」のブラ
ンドを構築することによって、企業誘致ひいては若者の定着化を図る
ために、ビジネスコンテストの開催や DX 人材育成講座の実施、地元
と連携したモデル事業への支援などを行いました。

消防費　25億586万円

■相川消防署高千出張所建設事業　3億4,210万円
　地域防災拠点施設の機能維持を図るため、老朽化した相川消防署高千出張
所の整備を行い、消防力の充実強化を図りました。

教育費　44億8,215万円

■小学校 IT設備管理費・中学校 IT設備管理費　4,290万円
　ICT 機器の導入、活用により、情報化社会に的確に対応できる人材を育成
するとともに学力向上を図るため、児童生徒にとって分かりやすく、利用
しやすいドリル教材を含めた学習支援ソフトを導入しました。

■�【歳入】社会教育施設の利用料金および受講料の無償化�
無償化した金額�339万円

　65 歳以上の佐渡市民を対象に社会教育施設の利用料などを無償化することにより、健康増進や親睦・交流、
学習機会の増加を図りました。累計 42,937 人の方が制度を利用し、公民館講座などの受講や体育施設など
での運動など多方面から支援することができ、健康寿命日本一の地域づくりに寄与しました。

原油価格・物価高騰対策

■「新しい生活様式」対応省エネ家電等購入促進事業　1,998万円
　脱炭素社会の実現を図るとともに、市内経済の活性化を推進するため、一定の省エネルギー基準を満たし
たエアコン、LED 照明器具、冷蔵庫などの省エネ家電製品を購入する市民に対し購入費用を補助しました。

■住宅リフォーム支援事業　4,592万円
　物価高騰への支援および地域経済の活性化を図るとともに、 
社会情勢に即した高品質な住環境を形成するため、断熱や耐震 
などに重点を置いたリフォーム費用を補助しました。

■学校給食費補助事業　1,640万円
　給食食材費の高騰分を支援し、物価高騰に直面する保護者
の負担軽減を図るとともに、安全安心な学校給食を実施しま
した。

お問い合わせ　財政課予算係　☎６３－３１１４



みんなでやらんかさ！
健康寿命日本一をめざして

からだの不調や不安を感じることはありませんか

□　階段を昇り降りするときに手すりや壁を使う

□　イスから立ち上がるときに何かにつかまる

□　15分くらい続けて歩くことができない

□　この１年間で転んだことがある

□　転倒に対する不安がある

チェックがついた人は、足腰の力が弱っているかもしれません。

１日 40 分以上、体を動かしましょう

「じょうぶでおらんかさ」という願いを叶えるため みんなで健康づくりに取り組みましょう。

チェック

目標

身体活動の量を増やし、健康寿命を延ばしましょう。

生活活動
（日常生活における家事・労働・通勤など）

運　動
（健康・体力の維持・増進を目的に

定期的に実施する活動）
【活動強度】

弱

強

洗濯物を干す　　　掃除機をかける

　風呂掃除　　　　　　床ふき　　

　雪かき　　　　　　布団干し　

　軽い体操　	　軽い筋力トレーニング　

　やや早歩き　　　　ラジオ体操　　　

かなり早歩き　ゆっくりとしたジョギング　

どうしたら
いいのかしら…
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お問い合わせ　高齢福祉課　☎６３－３７９０　市民課　☎６３－５１１２

　座る・寝る姿勢ではエネルギー消費が少なく、フレイル（心身の虚弱）や病気（心疾患・
がん・２型糖尿病）の発症や死亡率などにも関連して、健康長寿に悪い影響があることが
わかっています。
　じっとしている時間が長くなりすぎないよう、少しでも身体を動かしていきましょう。

座りっぱなしの時間を減らしましょうコツ

おすすめの運動は、「筋力トレーニング」
　筋力トレーニングは、高齢者に多い骨量や筋肉量の減少と筋力低下を防ぐ効果があります。

立ち座りが楽になる、体力をつけたい方へ 立ち座りが楽になりたい方へ

つまずきを防ぎたい方へ 姿勢を改善したい方へ

スクワット
（大腿四頭筋・ハムストリング）

太ももの強化
（大腿四頭筋）

１・２・３・４
膝を曲げ、お尻をおろ
します

５・６・７・８
ゆっくりと元に戻し
ます

【ポイント】反動をつけずお尻を後ろに突き出す
ようにします。膝の痛みがある場合は行いません。

１・２・３
片側の膝を伸ばします
4
膝を伸ばしたまま
つま先を起こします
５・６・７・８
ゆっくりと元に戻し
ます

【ポイント】スクワットで痛みのある人にお勧め
の運動です。

足の付け根・すねの強化
（腸腰筋・前脛骨筋）

おしりの強化
（大腿筋）

１・２・３
片方の太ももをでき
るだけ高く上げます
4
太ももを上げたまま
つま先を起こします
５・６・７・８
ゆっくりと元に戻し
ます

【ポイント】重心をやや前にするとより効果的です。

１・２・３・４
膝を曲げずに後ろに
足をあげます

５・６・７・８
ゆっくりと元に戻し
ます

【ポイント】反動をつけずに腰に負担のない範囲
で動かしましょう。

●呼吸を止めず、ゆっくり行います。

●10 回１セットから始めます。

●週３～４回、３か月続けましょう。

仲間と一緒に運動したい方はこちら▼
【令和６年度介護予防教室】

出典：新潟県 セルフマネジメント手帳

ココに
効く

ココに効く

ココに効く ココに効く
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こどもの元気は
　　　地域の元気！

こどもが元気な佐渡が島
た　か　ら　じ　ま

佐渡のこどもをみんなで育み、こどもが元気な佐渡が島に。
たからじまたから

子育て支援センターってどんなところ？
子育て家庭などの交流や育児相談の場としてご利用いただける施設です。
お子さんを遊ばせたり、子育て中の悩みや困りごとを相談したり、
仲間づくりや情報交換の場として、子育てのお手伝いをさせていただきます。

未就学児とその保護者、妊産婦さんが利用できます。
お父さんも大歓迎です！

開所中、いつでも利用可能です。お子さんといっしょに遊びたい時、
子育てにちょっと疲れた時、育児で悩んだ時…いつでも気軽にご利用ください。
※イベント実施日は、予約以外の方が利用できないことがあります。

誰が使えるの？

どんな時に利用できるの？

子育て支援センターは無料でご利用いただけます。
※一部のイベントで、材料費などを負担いただくことがあります。

利用料はかかりますか？

3カ月の子も
来やすくて
楽しいです。

利用者の声

ママの息抜きに
なってます。

利用者の声

無料で利用

できるのが

ありがたい！

利用者
の声

今日はなにして
あそぼうかな♪

ボールプール
おっきぃよ！！

おともだち
いっぱい
できたよ！

佐渡市公式 LINE佐渡市HP

ミュージック・ケアでリズムに合わせて体を動かしたり、ピアノや歌のコンサートで音楽に触
れたり、絵本の読み聞かせがあったりとお子さんの五感を刺激するイベントが盛りだくさん！
毎月、誕生会や身体計測も実施しています。
アロマを使ったクリーム作りや助産師さんによる子育てサロンなど、お家の方向けのイベント
もあります。

どんなイベントがあるの？

りょうつ子育て支援センター
☎24-7077

住吉 280番地 1
（両津東保育園内）

  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30月～金

さわた子育て支援センター
☎52-0011

河原田本町 394 番地
（佐渡中央会館内）

  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

月～金
日

かない子育て支援センター
☎63-5505

千種丙 202 番地 1
（金井保育園内）

地域子育て支援センターおおぞら吉井
☎63-6613

吉井本郷 519 番地
（佐渡保育専門学校内）

地域子育て支援センタートキっ子ひろば
☎22-2148

新穂瓜生屋 359 番地 1
（新穂トキっ子保育園内）

地域子育て支援センターまのワンピース
☎55-2133

吉岡 912 番地 1
（真野第１保育園内）

小木子育て支援センターどんぐりクラブ
☎86-1121

小木町 1522 番地
（小木子どもセンター内）

  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30
  9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00
  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

  9:00 ～ 13:00

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

私立

私立

私立

公立

公立

公立

公立

開所時間開所日所在地施設名

お問い合わせ　子ども若者課子育て支援係　☎ ６３－３１２６

イベントは楽しいし、

子育てに関する講話は

勉強になります。

利用
者の声

読み聞かせ

救命講習

誕生会

制　作

イベント情報は、
市のホームページや SNSに
掲載しています。

受信設定の配信希望情報で
「子育て・教育」に
チェックを入れてください

毎月 20日頃
おたより配信中★

お水ちゃぷちゃぷ
楽しいな♪

童心に返って
リフレッシュ
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こどもの元気は
　　　地域の元気！

こどもが元気な佐渡が島
た　か　ら　じ　ま

佐渡のこどもをみんなで育み、こどもが元気な佐渡が島に。
たからじまたから

子育て支援センターってどんなところ？
子育て家庭などの交流や育児相談の場としてご利用いただける施設です。
お子さんを遊ばせたり、子育て中の悩みや困りごとを相談したり、
仲間づくりや情報交換の場として、子育てのお手伝いをさせていただきます。

未就学児とその保護者、妊産婦さんが利用できます。
お父さんも大歓迎です！

開所中、いつでも利用可能です。お子さんといっしょに遊びたい時、
子育てにちょっと疲れた時、育児で悩んだ時…いつでも気軽にご利用ください。
※イベント実施日は、予約以外の方が利用できないことがあります。

誰が使えるの？

どんな時に利用できるの？

子育て支援センターは無料でご利用いただけます。
※一部のイベントで、材料費などを負担いただくことがあります。

利用料はかかりますか？

3カ月の子も
来やすくて
楽しいです。

利用者の声

ママの息抜きに
なってます。

利用者の声

無料で利用

できるのが

ありがたい！

利用者
の声

今日はなにして
あそぼうかな♪

ボールプール
おっきぃよ！！

おともだち
いっぱい
できたよ！

佐渡市公式 LINE佐渡市HP

ミュージック・ケアでリズムに合わせて体を動かしたり、ピアノや歌のコンサートで音楽に触
れたり、絵本の読み聞かせがあったりとお子さんの五感を刺激するイベントが盛りだくさん！
毎月、誕生会や身体計測も実施しています。
アロマを使ったクリーム作りや助産師さんによる子育てサロンなど、お家の方向けのイベント
もあります。

どんなイベントがあるの？

りょうつ子育て支援センター
☎24-7077

住吉 280番地 1
（両津東保育園内）

  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30月～金

さわた子育て支援センター
☎52-0011

河原田本町 394 番地
（佐渡中央会館内）

  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

月～金
日

かない子育て支援センター
☎63-5505

千種丙 202 番地 1
（金井保育園内）

地域子育て支援センターおおぞら吉井
☎63-6613

吉井本郷 519 番地
（佐渡保育専門学校内）

地域子育て支援センタートキっ子ひろば
☎22-2148

新穂瓜生屋 359 番地 1
（新穂トキっ子保育園内）

地域子育て支援センターまのワンピース
☎55-2133

吉岡 912 番地 1
（真野第１保育園内）

小木子育て支援センターどんぐりクラブ
☎86-1121

小木町 1522 番地
（小木子どもセンター内）

  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30
  9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00
  9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

  9:00 ～ 13:00

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

私立

私立

私立

公立

公立

公立

公立

開所時間開所日所在地施設名

お問い合わせ　子ども若者課子育て支援係　☎ ６３－３１２６

イベントは楽しいし、

子育てに関する講話は

勉強になります。

利用
者の声

読み聞かせ

救命講習

誕生会

制　作

イベント情報は、
市のホームページや SNSに
掲載しています。

受信設定の配信希望情報で
「子育て・教育」に
チェックを入れてください

毎月 20日頃
おたより配信中★

お水ちゃぷちゃぷ
楽しいな♪

童心に返って
リフレッシュ
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児童手当受給者の皆様へ

制度改正後の初回の児童手当支払日は12月10日㈫です

お問い合わせ　子ども若者課子育て支援係　☎６３―３１２６

支払日

　年6回（偶数月）の10日（10日が土・日・祝の場合は直前の平日）に、それぞれ前月分までの手当を支払
います。

支払月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

支払
対象月 2月分 3月分 4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分

※受給資格が消滅した場合など、支払月以外に振り込む場合があります。

次回以降　振込予定日 対　象

令和7年 2月 10日（月曜日） 12月・1月分

令和7年 4月 10日（木曜日） 2月・3月分

〇支払通知書の廃止
　児童手当の支払が2か月に 1回になることに伴い、令和6年 12月から児童手当支払通知書の送付がなくな
ります。支払状況などについては、支払日以降に通帳の記帳などによりご確認ください。

支払額

◆改正後月額

手当額

第1子・2子 第3子以降

3歳未満 15,000 円
30,000円

3歳から高校生年代（※） 10,000 円

多子加算の算定対象 22歳到達後の最初の年度末まで
（監護相当・生計費の負担がある子のみ）

〇第3子以降の加算について
　大学生年代の児童を合わせて 3 人以上養育している場合、「監護相当・生計費の負担についての確認書」の提
出で、大学生年代の子を加算の対象にすることができます。監護している子の数え方については、22歳に達す
る日以後の最初の3月 31日までの上の子について、親などの経済的負担がある場合は第1子として数えます。

21 歳、17 歳、2 歳の子を監護・養育している場合
　21歳の子を第1子、17歳の子を第2子、2歳の子を第3子
と数えます。支給対象児童は17歳と 2歳の児童で、17歳の児
童は月額1万円、2歳の児童は第3子以降のため月額3万円
　➡合計４万円／月の手当額になります。

〇書類の申請時期、監護・生計の状況などによって
　支払金額や支払いの時期が異なります。
　詳しくは佐渡市ホームページをご覧ください。

計算例

◎申請内容に変更が生じた場合は、
　すみやかに変更のお手続きをお願いします。

多子加算カウント対象

第3子 第 2子 第 1子

2歳

17歳
21歳

支給対象

※３歳から18歳到達後
　の最初の年度末まで

【例】
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雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
防
止
の

お
願
い

　

雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

① 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周
辺
、
屋

外
設
置
の
給
湯
器
な
ど
は
、
雪
に
埋
も

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
除
雪
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

② 

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
施
設
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③ 

排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
塞
が
れ
て
い

な
い
か
、
排
気
筒
に
破
損
は
な
い
か
点

検
し
て
く
だ
さ
い
。
換
気
も
忘
れ
ず
に
。

※ 

万
一
、
ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に
異
常

が
あ
っ
た
場
合
は
器
具
の
使
用
を
中
止

し
、
お
取
引
の
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

　

☎
０
２
５
―
２
６
７
―
３
１
７
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
を
わ
が
こ
と
と
し
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 　

※
健
幸
ぽ
い
ん
と
対
象
事
業

　
（
１
ポ
イ
ン
ト
）。

【
畑
野
会
場
】

令
和
７
年
１
月
８
日
㈬

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

　

電
話
ま
た
は
こ
ち
ら
か
ら

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
→

※ 
今
年
度
は
残
り
２
回
（
昼
の
部
・
金
井
、

夜
の
部
・
相
川
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
期
開
講
以
外
に
、
出
前
講
座
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

野
鳥
の
接
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
か
け
た
ら

　

野
鳥
は
、
寿
命
の
ほ
か
エ
サ
が
捕
れ
ず

に
衰
弱
し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら

れ
ず
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
、
直
ち
に
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
野
鳥
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て

検
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
場

合
に
は
死
亡
し
た
野
鳥
に
は
触
れ
ず
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・ 

ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、
カ
モ
な

ど
の
水
鳥
や
、
タ
カ
、
ワ
シ
な
ど
の
猛

き
ん
類
の
死
が
い
を
発
見
し
た
場
合

・ 

同
じ
場
所
で
複
数
の
野
鳥
が
死
亡
し
て

い
た
場
合
。

※ 

交
通
事
故
や
ガ
ラ
ス
な
ど
へ
の
衝
突
死

が
明
ら
か
な
死
骸
は
、
燃
や
す
ご
み
と

し
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
野
鳥
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
で

・ 

野
鳥
の
ふ
ん
が
靴
の
裏
や
車
両
に
付
く

こ
と
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
他
の
地
域
へ
運
ば
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
ふ
ん
を
踏
ま
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
消
毒
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

野
鳥
な
ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
な
ど
に

触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
す
れ
ば
、
過
度
に
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
野

鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方
で
は
、
ヒ
ト

に
は
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
74
―
３
４
２
８

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

有

料

広

告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間は、交通
災害を受けた日から起算して
「１年位内」 です。
　もう一度ご確認を！
お問い合わせは、 佐渡市役所
総務部防災課　防災安全係
☎６３－３１２５まで
（〒952‐1292　千種232番地　佐渡市役所内
新潟県市町村総合事務組合佐渡市事務所）
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公営住宅の入居者を募集します
　　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称 構造 建設
年度

募集
戸数

募集
階 間取り 家　賃 種別

金 　井 木戸沢第 3 住宅 木造 2 階
共同建 H9 1 戸 - 3DK 17,400 ～ 34,200 円 公営

羽　茂 羽茂住宅 木造平屋
一戸建 H20 1 戸 - 2DK 16,400 ～ 32,300 円 公営

赤　泊 小熊住宅 木造 2 階
長屋建 H17 1 戸 - 1LDK 33,000 円（定額） 特定賃貸

12 月 27 日㈮　午後５時まで　　　　　入居予定　令和７年２月中旬頃 
 建築住宅課（本庁舎第２庁舎３階）、各支所産業建設係および各行政サービスセンター地域支援係
 ☎６７―７４０３（建築住宅課直通）

　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは市ホームページからご覧いただけます→

市営湊駐車場の定期利用者募集　～市営湊駐車場を通勤や航路利用の際にご活用ください～
◆場　　所：両津湊 200 番９	 ◆期　　間：令和７年４月１日～令和８年３月 31日
◆使	用	料：5,000 円／月（日割なし）	 ◆募集台数：50台

令和７年１月 24日㈮
 車検証の写しを添付し、申込書を市役所建築住宅課（本庁舎第２庁舎３階）または、各支所・行政サー
ビスセンターに提出してください。

※申込み多数の場合、抽選となり、使用期間が長い方を優先に決定します。
　 申込みは電子申請がご利用できます。紙で提出する際は、市ホームページから申込書をダウンロード

してください。また、市営湊駐車場は引き続き一般利用もできます。

建築住宅課住宅・都市計画係　☎６７―７４０３

電子申請はこちら☟

①市営湊駐車場
　定期利用者を募集します。
　一般利用もできます。

②市営湊第２駐車場
　一般利用の際ご利用ください。
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年
末
年
始
も
火
の
用
心
！

　

か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
火
の
元
に
十
分
注
意
し
、
火
災
の

な
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
お

出
か
け
前
、
お
や
す
み
前
に
は
今
一
度
、

火
の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な
設
置
・
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
注
意
す
る
こ
と

①
こ
ん
ろ

・
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
離
れ
な
い
。

・
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

・
衣
服
へ
の
着
火
に
注
意
す
る
。

②
ス
ト
ー
ブ

・
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

・
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

・
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

③
電
気
こ
た
つ

・ 

電
気
コ
ー
ド
の
劣
化
や
断
線
が
な
い
か

確
認
す
る
。

④
か
ま
ど

・
焚
口
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

・
煙
突
が
破
損
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
51
―
０
１
２
３

　

両
津
消
防
署
予
防
係

　

☎
27
―
３
５
５
５

　

相
川
消
防
署
予
防
係

　

☎
74
―
０
１
１
９

　

南
佐
渡
消
防
署
予
防
係　

　

☎
88
―
３
１
１
９

令
和
７
年
佐
渡
市
消
防
出
初
式

令
和
７
年
１
月
12
日
㈰

・

　

市
中
行
進
／
午
後
２
時
～　
　
　

河
原
田
本
町
商
店
街

　

一
斉
放
水
／
午
後
２
時
30
分
～　

佐
和
田
海
水
浴
場
駐
車
場

　

式　
　

典
／
午
後
３
時
～　
　
　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

 

市
中
行
進
・
一
斉
放
水
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
課
消
防
係　

☎
51
―
０
１
２
０

令
和
６
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、

大
和
田
集
落
で
は
、
集
落
祭
り
の
際

に
使
用
す
る
「
鬼
太
鼓
の
獅
子
頭
・

衣
装
等
の
備
品
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
産
業
振
興
課
地
域
支
援
係

　

☎
67
―
７
８
６
３

佐
渡
市
陸
上
競
技
場
に
超
音
波
風
速
計
を

購
入
し
ま
し
た

　

陸
上
競
技
な
ど
の
競
技
水
準
の
向
上
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
目
指
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
佐
渡
市
陸
上
競
技
場
の
超

音
波
風
速
計
を
購
入
し
ま
し
た

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係　

☎
58
―
７
３
５
６

～開催に伴い交通規制を行いますのでご注意ください～
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創
業
セ
ミ
ナ
ー

 

新
潟
県
内
で
の
創
業
に
関
心
の
あ
る
方

や
創
業
後
５
年
未
満
の
方
、
新
規
事
業

を
検
討
し
て
い
る
方

・
・
令
和
７
年
１
月
16
日
㈭

　
「
経
営
者
の
資
質
と
起
業
の
動
機
」

・
令
和
７
年
１
月
30
日
㈭

　

 「
顧
客
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
価
格
・

販
路
」

・
令
和
７
年
２
月
13
日
㈭

　
「
人
材
活
用
と
チ
ー
ム
で
の
起
業
」

・
令
和
７
年
２
月
20
日
㈭

　
「
創
業
計
画
（
資
金
）」

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）
で
開
催

各
回
30
人

 

全
日
程
を
受
講
す
る
と
、
佐
渡
市
の
特

定
創
業
支
援
等
事
業
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
に
よ

り
支
援
を
受
け
た
こ
と
の
証
明
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
別
途
発
行
手

続
き
必
要
）。

令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

　

お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら

 

新
潟
県
商
工
会
連
合
会

　

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
―
２
８
３
―
１
３
１
１

「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」
の

登
録
料
を
補
助
し
ま
す

　

出
会
い
の
き
っ
か
け
を
応
援
す
る
た
め
、

新
潟
県
が
運
営
す
る
婚
活
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」
の

会
員
登
録
料
を
補
助
し
ま
す
。

 

令
和
６
年
９
月
27
日
以
降
に
会
員
登
録

し
た
方
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

方　

他

補
助
金
額

・
29
歳
以
下
の
方　
　

９
，
０
０
０
円

・
30
歳
以
上
の
方　

１
１
，
０
０
０
円

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

地
域
産
業
振
興
課
地
域
支
援
係

　

☎
67
―
７
８
６
３

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど
い

「
サ
ロ
ン
ふ
き
の
と
う
」

令
和
７
年
１
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

学
習
会
、
語
り
合
い

 

令
和
７
年
１
月
９
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

県
佐
渡
地
域
振
興
局

　

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

　

☎
74
―
３
４
０
７

家
屋
の
取
り
壊
し
や
土
地
・
家
屋

の
用
途
変
更
を
し
た
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
課
税
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
12
月
27
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　
（
一
部
取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

●
家
屋
を
新
増
築
し
た
場
合

●
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

　
（
店
舗
か
ら
住
宅
へ
の
改
修
な
ど
）

●
宅
地
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

　

 （
店
舗
・
納
屋
な
ど
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
居
宅
に
変
更
し
た
な
ど
の
居
宅
に

か
か
る
変
更
）

※ 

市
の
担
当
者
が
現
地
確
認
済
み
の
場
合

は
、
連
絡
不
要
で
す
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

都
市
計
画
案
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

佐
渡
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案
に
つ

い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
計
画
案
の
内
容
を
市
民

及
び
利
害
関
係
の
あ
る
方
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

期
間
／
12
月
20
日
㈮
～

　
　
　

令
和
７
年
１
月
９
日
㈭

　
（
土
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

意
見
書
の
提
出

　

案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
市
民
お
よ

び
利
害
関
係
人
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
載
し
た
意
見
書
（
様
式
自

由
）
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
の
提
出
期
限

　

令
和
７
年
１
月
９
日
㈭
必
着

・
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

　

〒
９
５
２
―
１
２
９
２　

千
種
２
３
２

　

上
下
水
道
課
下
水
道
工
務
係

　

☎
67
―
７
８
５
３

ハートマッチ
にいがたHP

佐渡市HP
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佐
渡
に
移
住
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
！

奨
学
金
の
返
還

 

Ｕ
タ
ー
ン
者
／
申
請
年
の
前
年
に
返
還

し
た
奨
学
金
の
額
お
よ
び
利
息
相
当
額

【
上
限
30
万
円
】

　

	

Ｉ
タ
ー
ン
者
／
申
請
年
の
前
年
に
返
還

し
た
奨
学
金
の
額
お
よ
び
利
息
相
当
額

の
２
分
の
１
【
上
限
15
万
円
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・ 

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
佐
渡
市
に

住
民
登
録
し
た
方
ま
た
は
伝
統
文
化
と

環
境
福
祉
の
専
門
学
校
、
佐
渡
保
育
専

門
学
校
の
い
ず
れ
か
を
卒
業
し
た
方

・ 

国
の
機
関
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
正

規
職
員
、
転
勤
に
伴
う
転
入
者
で
な
い

こ
と

 

令
和
５
年
中
に
返
還
し
た
奨
学
金
は
12

月
27
日
㈮
ま
で

※ 

令
和
６
年
中
に
返
還
し
た
奨
学
金
は
、

令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
以
降
に
お
申
込

み
下
さ
い
。

子
育
て
世
帯
移
住
支
援
金

一
世
帯
あ
た
り
50
万
円

 

東
京
23
区
を
除
く
東
京
圏
（
東
京
都
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
）
に
一
定

期
間
、
在
住
し
て
い
た
方
で
令
和
６
年

４
月
１
日
以
降
、
18
歳
未
満
の
お
子
様

と
共
に
佐
渡
市
へ
移
住
し
、
仕
事
に
関

す
る
要
件
を
満
た
す
方

佐
渡
へ
の
就
職
活
動
に
か
か
る
交
通
費

 

令
和
６
年
６
月
１
日
以
降
の
採
用
面

接
・
採
用
試
験
に
か
か
る
往
復
交
通
費

の
２
分
の
１
以
内
の
額【
上
限
１
万
円
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・ 

令
和
６
年
度
に
東
京
圏
内
（
東
京
都
・

埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
の
う
ち

条
件
不
利
地
域
を
除
く
）
の
大
学
を
卒

業
見
込
み
で
あ
る
こ
と

・ 

卒
業
年
度
に
東
京
圏
内
に
継
続
し
て
在

住
し
て
い
る
こ
と

・ 
就
業
先
の
勤
務
地
が
新
潟
県
内
に
所
在

し
、
官
公
庁
等
で
は
な
い
こ
と

・ 

週
20
時
間
以
上
の
無
期
限
雇
用
、
お
よ

び
勤
務
地
限
定
型
の
契
約
で
あ
る
こ
と

・ 

卒
業
後
、
内
定
企
業
に
就
職
し
、
佐
渡

市
に
移
住
す
る
意
思
を
有
す
る
こ
と

※ 

本
事
業
に
よ
り
支
援
を
受
け
た
学
生
を

対
象
に
、
佐
渡
市
に
移
住
す
る
際
に
か

か
っ
た
移
転
費
の
支
援
を
、
令
和
７
年

度
に
実
施
予
定
で
す
。

令
和
７
年
２
月
28
日
㈮

・

移
住
交
流
推
進
課

　

☎
67
―
７
１
５
３

　

r-iju@
city.sado.niigata.jp

詳しくは
こちら

就職活動にかかる
交通費➡

子育て世帯
移住支援金➡ 奨学金の返還➡

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
歌
代
の
里
で
不
用
と

な
っ
た
物
品
を
お
売
り
し
ま
す

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
現
物
を
確
認
し
て
か
ら
見
積
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

見
積
書
の
受
付
期
間

　

12
月
10
日
㈫
～　

令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

実
施
要
項

　

 　

財
産
管
理
課
（
本
庁
第
１
庁
舎
２
階
）、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

※ 

12
月
19
日
㈭
午
前
９
時
～
正
午
に
内
覧
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
前
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
札
事
務
・
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
内
覧
に
関
す
る
こ
と

　

財
産
管
理
課
管
財
係　

☎
67
―
７
０
３
６

　

歌
代
の
里
の
内
覧
に
関
す
る
こ
と　

高
齢
福
祉
課　

☎
63
―
３
７
９
０

不
動
産
を
相
続
し
た
ら
必
ず
相
続
登
記
！

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

不
動
産
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
相
続
人
は
不
動
産
を
取
得
し

た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
際
は
、
早
め
の
相
続
登
記
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
不
動
産

　

・ 

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
相
続
し
た
相
続
未
登
記
の
不
動
産
も

申
請
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 
正
当
な
理
由
な
く
申
請
を
怠
っ
た
場
合
は
10
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局　

☎
74
―
３
７
８
７
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Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ　

Ｑ
Ｗ
Ｓ

（
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
）
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ　

Ｑ
Ｗ
Ｓ
（
渋
谷

キ
ュ
ー
ズ
）
は
、
年
齢
や
専
門
領
域
に
問

わ
ず
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
問
い
や
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
拠
点

で
す
。

　

渋
谷
駅
直
結
の
「
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

ス
ク
エ
ア
」
15
階
に
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
大

学
や
行
政
な
ど
多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、

交
流
・
共
創
し
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
は
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
佐
渡
市
に

関
係
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
無
料
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
事
前
に
申
請

が
必
要
で
す
）。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
特
典
と
し
て
、
毎
月

１
回
無
料
で
、
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
を
利
用
し
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
の

機
会
を
つ
か
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

移
住
交
流
推
進
課

　

暮
ら
す
・
働
く
企
画
係

　

☎
67
―
７
１
５
３

　

詳
し
く
は
こ
ち
ら

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
！

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀
な
ど
、

何
か
と
贈
り
物
を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー

ズ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
に
改
め

て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
き
れ
い

な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実

現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保
を
目
指
す
「
三

な
い
運
動
」（
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政

治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

総
務
省
選
挙
部
管
理
課

　

☎
０
３
―
５
２
５
３
―
５
５
７
４

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

物
品

〇
絵
画　

３
点

　

 　
「
業
（
わ
ざ
）」「
粟
津
が
原
」「
巴
奮

戦
の
場
」

　
「
想
」
佐
渡
文
弥
人
形
シ
リ
ー
ズ
よ
り

　

 　

文
弥
人
形
芝
居
に
取
り
組
ん
で
い
る

高
千
中
学
校
の
校
舎
に
掲
示
す
る
こ
と

で
、
文
弥
人
形
の
学
習
活
動
が
充
実
・

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

　

池
田　

昌
子　

様
（
下
久
知
）

〇
検
定
付
き
デ
ジ
タ
ル
体
重
計　

１
台

〇
キ
ャ
リ
ン
グ
ホ
ー
ス
リ
ー
ル
（
50
ｍ
）

　

１
個

〇
遊
戯
物
品　

15
点

　

 　

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
多
田
保
育

園
に
寄
贈

　

帯
刀
建
設
株
式
会
社　

様
（
松
ヶ
崎
）

〇
モ
ル
ッ
ク
セ
ッ
ト　

１
セ
ッ
ト

　

 　

両
津
吉
井
小
学
校
の
教
育
環
境
整
備

の
た
め

　

佐
渡
モ
ル
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
坂
井　

栄
弘
）　

様
（
春
日
）

現
金

〇
１
，
５
５
０
円

　

 　

夏
休
み
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
作
品
で
作
成

し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
売
上
金
の
一
部
を
市

の
発
展
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い

　

中
川　

颯
也　

様
（
梅
津
）

財
産
管
理
課
管
財
係

　

☎
67
―
７
０
３
６

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

よ
る
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

市
が
行
う
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組

み
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
祝
！
世
界
文
化
遺
産
登
録
！！

　
「
佐
渡
島
の
金
山
」
関
連
事
業

　

株
式
会
社	

第
一
実
業　

様

〇 

【
再
エ
ネ
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
推
進
事
業

　

株
式
会
社
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ　

様

〇 

子
ど
も
が
元
気
な
佐
渡
が
島
（
た
か
ら

じ
ま
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
グ
ロ
ー
ス　

様

〇 

ひ
と
が
集
い
、
賑
わ
い
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

医
療
法
人
社
団
創
彩
会　

様

総
合
政
策
課
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
係

　

☎
63
―
３
８
０
２
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第
17
回
　
冬
の
日
本
海
に
新
年
の

願
い
を
叫
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
in
願

（
ね
が
い
）
出
場
者
募
集
！

�

新
し
い
年
に
託
す
願
い
を
、
荒
波
く
だ

け
る
厳
冬
の
海
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
今
回
は
「
一
般
の
部
」「
世

界
遺
産
の
部
」
の
二
本
立
て
で
皆
さ
ん

の
想
い
の
ほ
と
ば
し
り
を
、
審
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

上
位
入
賞
者
に
は
地
元
海
産
物
な
ど

豪
華
賞
品
を
贈
呈
！

令
和
７
年
１
月
25
日
㈯

�

外
海
府
・
願
集
落
内
の
福
助
屋
旅
館
前

に
午
前
10
時
30
分
集
合

※
無
料
の
送
迎
バ
ス
あ
り
（
要
予
約
）

　

バ
ス
の
帰
途
は
昼
食
会
後

　

�

佐
渡
市
役
所
本
庁
→
佐
渡
汽
船
両
津
港

前
駐
車
場
→
願
（
予
定
）

令
和
７
年
１
月
22
日
㈬

　

午
後
５
時
必
着

※
終
了
後
に
昼
食
会
が
あ
り
ま
す
。

　

�「
メ
レ
パ
レ
カ
イ
コ
の
お
ま
か
せ
薬
膳

弁
当
」
を
１
，
０
０
０
円
（
税
込
）
で

ご
用
意
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

主
催
／
佐
渡
國
し
ま
海
道

・

出
場
受
付
・
送
迎
バ
ス
・
昼
食

　

建
設
課
建
設
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

催
し
の
ご
案
内

【
し
ま
び
と
元
気
応
援
団
】

〇
お
ひ
さ
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

１
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
～
11
時

吉
井
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

福
田

　

☎
０
９
０
―
１
４
２
３
―
１
５
７
６

〇
バ
ン
ダ
ナ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
隊

１
月
23
日
㈭　

９
時
30
分

�

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
集
合

雨
天
決
行

渡
邉　

☎
66
―
３
６
７
２

【
お
も
ち
ゃ
病
院
さ
ど
】

１
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

佐
和
田
児
童
ク
ラ
ブ
遊
戯
室

１
月
18
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1月の催し
佐和田地区教育係　☎ 57-8131

21 ㈫ ･22 ㈬ ･23 ㈭
� 午前���9 時～午後４時 佐和田陶芸教室 さわた陶芸ワークルーム

金井地区教育係　☎ 63-4151

15 ㈬� 午後���2 時～ 3時 寿大学
金井コミュニティセンター

17㈮� 午後���7 時～ 8時 30分 写真教室

新穂地区教育係　☎ 22-2075

11 ㈯� 午後���1 時～ 3時 立志元服式 トキのむら元気館

畑野地区教育係　☎ 66-3889

11 ㈯� 午前���9 時 30 分～
　� 　　　　　　��午後 12時 30分 スキー教室 平スキー場

18㈯� 午前 10時～ 11時 30分 新春レクリエーション 畑野農村環境改善センター

赤泊地区教育係　☎ 87-3141

27 ㈪� 午前 10時～ 11時 公民館講座�　書道教室 赤泊総合文化会館

　
「
市
報
さ
ど
」
11
月
号
に
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

〇
２
ペ
ー
ジ

　
　
（
誤
）
草
刈
神
社

　
　
（
正
）
草
苅
神
社

　

〇
４
ペ
ー
ジ

　
　
（
誤
）
願
（
相
川
地
区
）

　
　
（
正
）
願
（
両
津
地
区
）

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

☎
63
―
４
６
７
９
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1月の相談日

● 1 月行政相談 ● 1 月健康相談
 受付時間：9：00 ～ 11：30、13：00 ～ 14：30（すべての会場で同じ）
日 時間 会場 日 場所 お問い合わせ

25 ㈯ 13:00 ～ 16:00 佐渡島開発総合センター
15 ㈬ 両津支所 両津支所福祉保健係

☎ 27-211422 ㈬ 9:00 ～ 12:00 あいかわ開発総合センター
20 ㈪ 9:30 ～ 12:00 佐渡中央会館

21 ㈫ 相川支所 相川支所福祉保健係
☎ 74-033922 ㈬ 13:00 ～ 15:00 金井コミュニティセンター

6 ㈪ 9:00 ～ 12:00 新穂行政サービスセンター 15 ㈬ 佐和田保健センター

健康医療対策課保健係
☎ 63-3115

7 ㈫ 13:30 ～ 15:30 畑野行政サービスセンター 22 ㈬ 金井コミュニティセンター
20 ㈪ 13:30 ～ 15:30 真野行政サービスセンター 17 ㈮ トキのむら元気館

6 ㈪ 9:00 ～ 12:00 小木行政サービスセンター 14 ㈫ 畑野母子健康センター
8 ㈬ 10:00 ～ 12:00 羽茂農村環境改善センター 21 ㈫ 真野ふるさと会館

15 ㈬ 13:30 ～ 15:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ 22 ㈬ 小木行政サービスセンター
羽茂支所福祉保健係
☎ 88-311121 ㈫ 羽茂支所

23 ㈭ 赤泊行政サービスセンター

● 1 月各種相談
【特設人権相談】

14 ㈫ 9:00 ～ 12:00 真野行政サービスセンター 人権擁護委員が相談に応じます。
（予約不要、相談無料）

新潟地方法務局
佐渡支局
☎ 74-3787

【新潟県弁護士会リーガルサービスセンター佐渡相談所】
10 ㈮ 10:00 ～ 12:30 あいぽーと佐渡 前日までに要予約 新潟県弁護士会

☎ 025-222-553324 ㈮ 佐渡中央会館

【土地家屋調査士無料相談】
8 ㈬ 14:00 ～ 16:00 金井コミュニティセンター 要予約（受付：平日 9:00 ～ 16:00）

土地の測量、分筆、地積更正、地
目変更、建物の新築・増築、取り
壊しなど、土地・建物の表題登記
や境界に関するご相談。

土地家屋調査士会
佐渡支部
☎ 55-3117

27 ㈪
～ 31 ㈮ 13:00 ～ 17:00 各土地家屋調査士事務所

【司法書士無料法律相談】

27 ㈪
～ 31 ㈮ 13:00 ～ 17:00 各司法書士事務所

一般的な法律知識の提供や、問題
解決のための法的なアドバイスな
ど。（要予約）

司法書士会
佐渡支部
☎ 67-7272

納期のお知らせ
【市税など】（口座振替日は納期限と同日です。）
○ 12月分 ○ 1月分 ○上下水道料金の口座振替日
納期限 12 月 25 日㈬ 納期限　1 月 31 日㈮ 12 月分 再振替日　1 月 14 日㈫
再振替日   1 月 14 日㈫ 市県民税（普通徴収）（4 期）  1 月分 振替日　　1 月 27 日㈪
国民健康保険税（6 期） 固定資産税（4 期）
後期高齢者医療保険料（9 期） 国民健康保険税（7 期）
介護保険料（5 期） 後期高齢者医療保険料（10 期）
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　令和７年１月１日現在、市内で農業、漁業、製造業、小売業、飲食業などの事業を営む個人や法人で、
事業用資産を市内に所有する方は、償却資産の申告が必要です。

固定資産税（償却資産）の申告をお願いします固定資産税（償却資産）の申告をお願いします
【事業用資産を所有している方へ】【事業用資産を所有している方へ】

◆申告が必要な方

　税務署に提出する確定申告または市・県民税申告で減価償却として算入する資産のうち、構築物・
機械設備・船舶・工具器具備品などが対象です。

① 土地　　② 家屋　　③ 無形減価償却資産　　④ 使用可能期間が１年未満の資産
⑤ 自動車税（種別割）および軽自動車税（種別割）の対象となるもの
⑥ 取得価額が 10 万円未満の資産で法人税法などの規定により一時に損金算入されたもの
⑦ 一括償却資産（取得価額が 20 万円未満の資産で法人税法等の規定により３年間で一括して均等償
　 却するもの）

※車両は、速度性能や車体の大きさが一定の要件を超えた場合、大型特殊車両となり、償却資産の対象となり
　ます。
※大型特殊車両に該当しない乗用トラクタや田植機、コンバインなどは、軽自動車税（種別割）の課税対象と
　なります。申告をされていない場合は、税務課市民税係まで申告をお願いします。
※小型特殊自動車に該当する農耕トラクタのみにけん引される農耕作業用トレーラは軽自動車税（種別割）の
　対象です。償却資産として申告されている場合は、償却資産台帳からの抹消手続きが必要となります。

◆償却資産の対象

◆償却資産の対象

◆償却資産の対象とならないもの

　税務課もしくは各支所・行政サービスセンター税務担当の窓口へ申告書を提出してください。申告
書は、これらの窓口および市ホームページから入手できます。

申告内容に疑義がある場合や申告書の提出がない場合は、確認調査を実施することがあります。
なお、正当な理由がなく申告をしなかった場合には、過料を科されることがあります。また、虚偽の
申告をしたときや期限までに申告書を提出しないときには、罰金を科されることがあります。

◆申告先

ブルドーザー、パワーショベル、フォークリフト　など建 設 業
テーブル、椅子、厨房設備、冷凍冷蔵庫、音響設備　など飲食サービス業
陳列棚、レジスター、ルームエアコン、駐車場舗装　など小 売 業
漁船、漁網、魚群探知機、船外機、冷凍冷蔵装置　など漁　　業

大型特殊自動車に該当する農耕作業用自動車、乗用でない農機具
（脱穀機、籾摺機、乾燥機、色彩選別機等）　など農　　業

主な資産業　　種

令和７年１月６日㈪～１月31日㈮ まで◆申告期間

【お問い合わせ】
償却資産の申告に関すること………………税務課固定資産税係　☎６３―５１１０
軽自動車（種別割）の申告に関すること…税務課市民税係　　　☎６３―５１１０

●ご注意ください

令和７年度



税務署からのお知らせ
例年「アミューズメント佐渡」にて開設していた

確定申告会場が、「佐渡税務署」に変更となります

　確定申告期間前の、令和７年１月６日（月）から２月14日（金）までは、税務署内に確定申告会場
は開設していません。この期間の所得税・個人消費税・贈与税での申告相談は、事前に予約が必要です。
予約のない場合は対応できませんのでご注意ください。
【事前予約連絡先】佐渡税務署 個人課税部門　☎７４―３８１６（ダイヤルイン）

税務署への来署をご検討の方へ

　令和７年１月以降、確定申告書などの控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。申告書
などの提出年月日は、必要に応じて、ご自身で記録・管理をお願いします。
※ e－Tax を利用すると、申告書などの送信日や申告内容を確認することができます。また、確定
　申告会場では、ご自宅で作成された申告書の検算（金額の確認など）や書面による申告書の作成
　はしておりませんので、e －Tax または郵送などでの提出をお願いします。
【申告書等送付先】〒 951― 8625　関東信越国税局業務センター新潟分室（住所記載不要）

書面による申告書等をご提出される方へ

マイナポータル連携を使った e －Tax をご利用いただくと、給与・年金な
どの収入のほか、医療費控除やふるさと納税などの寄附金控除の申告
に必要な情報が一括入力されるので、簡単に申告書を作成できます。

※マイナポータル連携には、初回のみ事前準備が必要です。お早めにご準備ください。
※給与情報と連携するには、お勤め先が源泉徴収票を e－Tax で提出している必要があります。

マイナンバーカードと
スマホでもっと

つながる！ e－Tax！

作成コーナー

確定申告

マイナ
ポータル連携

お問い合わせ　佐渡税務署個人課税部門　☎７４ ― ３８１６（ダイヤルイン）

地区 変更内容 変更後

国仲地区 会　場 市役所本庁舎　第 1 庁舎１階
多目的スペース

南部
地区

赤泊 開催期間 2 月 17 日～ 2 月 19 日【平日３日間】

小木
開催期間 2 月 20 日～ 2 月 25 日【平日３日間】

会　場 小木地区公民館（小木行政ＳＣ）
２階　第２学習室

羽茂 開催期間 2 月 26 日～ 3 月 17 日【平日14日間】

市・県民税申告会場などの変更のお知らせ
○令和 7 年（令和 6 年分）の申告【申告期間：令和 7 年 2 月 17 日（月）～ 3 月 17 日（月）】は、
　以下のとおり昨年との変更があります。

※羽茂地区の 14 日間の
内には、赤泊地区 3 日
間、小木地区３日間の
地区割があります。

※両津・相川地区は、昨年
との変更はありません。

○次の申告については、佐渡税務署内の確定申告会場で相談・申告してください。
・土地・建物・株式などの譲渡所得のある方　・青色申告および消費税の申告をされる方
・住宅ローン控除を初めて受ける方　　　　　・暗号資産に係る所得を申告される方
・火災・風水・震災などで損害を受けた方（雑損控除を受ける方）
・令和 5 年分以前の申告をされる方

○申告に関するその他のお知らせは、市報 1 月号に掲載します。
お問い合わせ　税務課市民税係　☎６３―５１１０
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佐渡市人事行政運営等の状況
1 職員の任免および職員数に関する状況
⑴ 職種別採用者数
令和 5年 4月 2日～
令和 6年 4月 1日
職　種 人数

一 般 行 政 12	
保 育 士 7	
看 護 師 2	
学 芸 員 3	
消 防 士 7	
指 導 主 事 2	

計 33	

2 職員給与の状況

⑴ 職員の平均年齢、平均給料月額および 
　 平均給与月額の状況（令和 6年 4月 1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 45.0 歳	 319,491 円 413,308 円
技能労務職 50.7 歳	 279,110 円 303,723 円

⑵ 職員の初任給の状況（令和 6年 4月 1日現在）
区　分 初任給

一般行政職
大学卒 196,200 円
高校卒 166,600 円

注初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。

⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（令和 6年 4月 1日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 247,600 円 320,800 円
高校卒 217,800 円 290,500 円

注採用前に民間企業勤務経験などがある場合には	
その期間を換算しています。

⑷ 期末手当・勤勉手当（令和 5年度）
１人当たり
平均支給額 146 万円

支給割合 期末手当
2.45（1.35）月分

勤勉手当
2.05（1.00）月分

加算措置の
状況

職制上の段階、職務の級等による加算措置	
・役職加算　5～15%

注（　）内は再任用職員に係る支給割合です。再任用職員とは、定
年退職などにより退職した後、改めて採用された職員をいいます。

⑵ 令和 5 年度事由別
　 退職者数
令和 5年 4月	 	1 日～
令和 6年 3月 31 日
退職事由 人数
定 年 退 職 0	
勧 奨 退 職 22	
自 己 都 合 24	
そ の 他 3	

計 49	

⑶ 部門別職員数（各年 4月 1日現在）　　（人）

区　分 職員数 対前年
増減数令和５年度 令和６年度

一
般
行
政
部
門

議 会 6	 6	 0
総 務 160	 159	 △	1
税 務 25	 24	 △	1
民 生 179	 174	 △	5
衛 生 57	 52	 △	5
農 水 49	 48	 △	1
商 工 22	 21	 △	1
土 木 51	 50	 △	1
小 計 549	 534	 △	15

特
別
行

政
部
門

教 育 104	 103	 △	1
消 防 179	 177	 △	2
小 計 283	 280	 △	3

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 110	 107	 △	3
水 道 28	 27	 △	1
下 水 道 13	 13	 0
そ の 他 88	 83	 △	5
小 計 239	 230	 △	9

合計 1,071	 1,044	 △	27

⑸ 退職手当（支給月数）（令和6年 4月1日現在）
区　分 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他加算措置 定年前早期退職者 2～ 20％加算

⑹ 特殊勤務手当（令和 5年度）
支給実績 8,548 万円
支給職員１人当たり平均支給年額 41 万円
職員全体に占める手当支給
職員の割合 18.1%

手当の種類（手当数） 12
注支給された主な手当は、診療手当、特殊診療手当、
防疫等作業手当、夜間看護手当などです。

⑺ 時間外勤務手当
支給実績（令和 4年度決算） 2億 3,850万円
職員 1人当たり平均支給年額
（令和 4年度決算） 22万円

支給実績（令和 5年度決算） 2億 1,337万円
職員 1人当たり平均支給年額
（令和 5年度決算） 18万円

⑻ その他の主な手当
手当名 支給実績（令和 5年度決算）
扶養手当 1億 3,287 万円
住居手当 4,462 万円
通勤手当 9,032 万円

（令和 6 年度公表）
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「佐渡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事や給与などの公平性と透明性を
高めるため、年１回公表しています。

お問い合わせ　総務課人事係　☎６３―３１１１

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴ 勤務時間

区　分 勤 務 時 間 等

勤務を要する日

毎週月曜日から金曜日までの
週５日間

（国民の祝日および12月29日から
１月３日までを除く）

１日当たりの勤務時間 ７時間 45 分
１週当たりの勤務時間 38 時間 45 分
注一般職の標準的な勤務時間です。

⑵ 休暇制度
ア　有給休暇の取得状況（令和 5年度）	

種　類 取 得 実 績
年 次 休 暇 平均取得日数 11.8 日	
療 養 休 暇 取 得 人 数 363 人	

特
　
別
　
休
　
暇

産 前 休 暇 取 得 人 数 9人	
妊産婦の健康診査等 取 得 人 数 6人	
産 後 休 暇 取 得 人 数 8人	
結 婚 休 暇 取 得 人 数 10 人	
配 偶 者 出 産 休 暇 取 得 人 数 10 人	
男性職員の育児参加 取 得 人 数 6人	
子 の 看 護 休 暇 取 得 人 数 71 人	
親 族 死 亡 休 暇 取 得 人 数 123 人	
夏 季 休 暇 平均取得日数 4.9 日	
短 期 介 護 休 暇 取 得 人 数 18 人	
生 理 休 暇 取 得 人 数 5人	
妊娠体調不良休暇 取 得 人 数 2人	
裁判所等出頭休暇 取 得 人 数 1人	
出 勤 困 難 休 暇 取 得 人 数 10 人

イ　無給休暇の取得状況（令和 5年度）
種　類 取得件数
介護休暇 1件（人）

⑶ 育児休業等の取得状況
（令和5年度中に新たに育児休業などを取得した職員）

区　分 男 女 計
育児休業 3	人 7	人 10	人
部分休業 0人	 11	人 11	人

4 職員の分限および懲戒処分の状況
（令和 5年度）

⑴ 分限処分の件数および処分事由
処分名 事　由 人　数
休 職 心 身 の 故 障 20 人
降 任 適 格 性 の 欠 如 2人

⑵ 懲戒処分　令和 5年度懲戒処分　9 人

5 職員の服務の状況
　職員の服務上の基準として、法令等および職務上の命
令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、
職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為など
の禁止、営利企業などの従事制限があります。

6 職員の研修および勤務成績の状況
（令和 5年度）

⑴ 職員研修の実施状況
研　修　区　分 受 講 者 数

階 層 別 研 修 22 人
専 門 研 修 69 人

先進地視察等研修、その他研修 34 人
庁 内 職 員 研 修 1,662 人

⑵ 勤務成績の評価の状況
　職員の能力や適性に応じた適材適所の配置などへの活
用を図ることを目的として、人事評価を年２回実施して
います。

7 職員の福祉および利益の保護に関する
　 状況（令和 5年度）
⑴ 福利厚生制度に関する状況
人 間 ド ッ ク 受 診 者 725 人	
一般健康診断受診者 379 人	

⑵ 公務災害の状況
公 務 災 害 15 件
通 勤 災 害 1 件

8 新潟県市町村総合事務組合公平委員会
　 の業務の状況
⑴ 勤務条件に関する措置の状況
令和 5年度措置要求　なし

⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況
令和 5年度不服申立て　なし

9 職員の退職管理の状況
　平成 29 年４月１日施行の改正地方公務員法において、
再就職規制に関する規定が新たに定められています。
　市では、改正地方公務員法に定めるもののほか、「職
員の退職管理に関する規則」により、職員の退職管理の
適正化を図っています。

 10 外部人材等人事交流の状況（令和５年度）
⑴ 派遣先企業　　なし

⑵ 派遣元企業
　・富士通 Japan ㈱　	 	 　　・富士通㈱
　・東日本電信電話㈱（NTT 東日本）　・㈱ JTB
　・サントリーホールディングス㈱
　・㈱第四北越銀行
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地区名 住 所 名 氏　　　名 保護者 たんじょう

両津 鷲崎 小 林 陽 翔（はると）佳史 10 . 3
〃 梅津 木 村 拓 登（ひろと）章平 10 . 6

佐和田 市野沢 萩 田 稀 月（きづき）正道 9 . 2 0
〃 下長木 伊 藤 玲 綺（れあ） 誠 9 . 2 1
〃 東大通 栂　　 澄 人（すみと）聖也 9 . 2 6

地区名 住 所 名 氏 名 年齢 ご命日

両津 両津湊 北　　 彌 一 9 1 9 . 3 0
〃 両津大川 中 村　　 滿 8 8 10 . 1
〃 両津夷 山　口　ミチ子 8 1 10 . 1
〃 両尾 川　上　フサ子 8 8 10 . 1
〃 加茂歌代 遠 見 ミ ネ 9 4 10 . 1
〃 両津湊 栗 山 和 雄 7 1 10 . 6
〃 吾潟 今 井　　 武 9 6 10 . 7
〃 上横山 仲 川 吉 子 8 6 10 . 9
〃 豊岡 川 端 右 市 8 8 10 . 1 1
〃 両津夷 小 池 正 美 7 4 10 . 1 2
〃 羽二生 宮 川 鈴 子 1 0 1 10 . 1 3
〃 椿 池　田　ヒフミ 9 6 10 . 1 3
〃 水津 坂　野　みさ枝 5 7 10 . 1 3
〃 両津湊 齋 藤　　 正 8 2 10 . 1 5
〃 岩首 山　居　智惠子 9 0 10 . 1 6
〃 野浦 臼 杵 昭 文 8 3 10 . 1 6
〃 水津 坂　野　シモ子 9 4 10 . 1 9
〃 梅津 本 田 昌 平 9 3 10 . 2 0
〃 住吉 出　﨑　マチ子 9 0 10 . 2 0
〃 真木 古 家 和 彦 7 9 10 . 2 4
〃 片野尾 金 子 智 胤 8 8 10 . 3 0
〃 片野尾 村 上 初 子 9 0 10 . 3 1
相川 小川 山　本　ヨシ子 8 7 10 . 1 1
〃 小野見 濱 中 和 夫 8 9 10 . 1 6
〃 二見 坂 上 秀 樹 7 9 10 . 1 9
〃 相川中京町 中 川 勝 男 7 9 10 . 2 0
〃 北片辺 本 間 孝 之 7 2 10 . 2 3
〃 相川大浦 中 川 敏 枝 8 8 10 . 2 6
〃 稲鯨 岩 﨑 利 之 7 1 10 . 3 1
〃 戸中 松　村　ミチ子 9 1 10 . 3 1
佐和田 河原田本町 中 沢 康 悟 8 5 10 . 1 5
〃 青野 岩 﨑　　 勝 7 4 10 . 1 9
〃 上矢馳 伊　藤　ヨシエ 9 4 10 . 2 4
〃 八幡 江 森 正 子 9 1 10 . 2 9
金井 千種 長 嶋 良 夫 7 5 10 . 1
〃 大和 平　　 義 雄 9 4 10 . 7

佐和田 長木 平 野 紅 葉（くれは）史也 10 . 1 7

金井 千種 渡 邉 姫 奈（ひな） 浩樹 10 . 6
〃 中興 本 間 楓 斗（ふうと）洸太 10 . 1 7

畑野 栗野江 計 良 佑 都（ゆうと）博樹 9 . 2 7
〃 畑野 庭 野 八 瑠（はる） 由隆 10 . 1 0

金井 平清水 川 上 フ サ 8 6 10 . 7
〃 三瀬川 上 藤 新 二 7 7 10 . 1 2
〃 中興 柴 坂 ユ キ 1 0 0 10 . 2 6
〃 千種 橋 本 和 子 6 4 10 . 2 8
〃 中興 西 澤 二 郎 8 8 10 . 3 0
新穂 新穂青木 坪 山 ツ ル 7 7 10 . 8
〃 新穂 末　武　勘十郎 9 3 10 . 1 9
〃 新穂大野 本　間　比佐良 9 0 10 . 2 3
畑野 栗野江 渡 邉 庚 二 9 4 10 . 1
〃 宮川 田 辺 節 子 8 7 10 . 7
〃 目黒町 齋 藤 一 松 8 7 10 . 7
〃 畑野 本 間 敏 明 7 5 10 . 1 3
〃 小倉 後 藤 ツ ヤ 8 6 10 . 2 4
〃 畑野 中 川　　 孝 7 7 10 . 2 5
〃 三宮 矢 田 宗 一 9 0 10 . 3 0
真野 真野 小 林 孝 次 5 0 10 . 2
〃 国分寺 小 田 正 孝 8 6 10 . 7
〃 豊田 松　田　カズヱ 9 7 10 . 9
〃 豊田 笹　嶋　シヅエ 9 3 10 . 1 1
〃 豊田 若 林 ト ヨ 8 2 10 . 1 4
〃 大倉谷 宇 治 茂 利 9 4 10 . 1 4
〃 真野 野　元　マツイ 9 8 10 . 1 8
〃 金丸 中　村　八重子 9 6 10 . 3 0
小木 小木町 八 木 重 男 7 3 9 . 2 5
〃 小木町 本 間　　 勇 8 9 10 . 7
〃 江積 佐 藤 史 夫 8 8 10 . 1 8
〃 小木町 井 戸 月 美 9 6 10 . 2 9
〃 沢崎 高 野 三 寿 7 5 10 . 2 9
羽茂 羽茂滝平 金　子　千惠子 9 2 10 . 2
〃 羽茂上山田 渡 邉 昭 一 9 5 10 . 5
〃 羽茂本郷 岡 﨑 哲 二 1 0 0 10 . 8
〃 羽茂本郷 西 平 千 春 9 7 10 . 9
〃 羽茂本郷 山　田　ミサヲ 9 6 10 . 1 2
〃 羽茂大橋 㘴 和 敏 代 9 5 10 . 1 6
〃 羽茂本郷 仲　川　美津子 1 0 3 10 . 2 8
赤泊 三川 安 達　　 浩 9 1 10 . 6
〃 徳和 田 部　　 栄 1 0 0 10 . 2 7

○人口と世帯数　10 月31 日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 23,581 人（-38 人）女 24,712 人（-52 人）合計 48,293 人（-90 人）世帯数 22,683 世帯（-25 世帯）　（単位：人・世帯）
地区名 男 女 合　計 世帯数
両 津 5,179 ( -14) 5,580 ( -21) 10,759 ( -35) 5,122 (   -4)
相 川 2,577 (   -7) 2,625 (   -9) 5,202 ( -16) 2,662 (   -4)
佐和田 3,952 (    8) 3,997 (   -1) 7,949 (    7) 3,966 (    1)
金 井 2,902 (   -4) 3,031 (   -5) 5,933 (   -9) 2,800 (   -4)
新 穂 1,584 (   -6) 1,651 (   -6) 3,235 ( -12) 1,556 (   -5)

戸籍の窓 10.1 ～ 10.31 届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

問 市民課戸籍係　☎６３－５１１２
う　ぶ　ご　え

地区名 男 女 合　計 世帯数
畑 野 1,841 (   -7) 1,975 (    0) 3,816 (   -7) 1,758 (    1)
真 野 1,998 (   -3) 2,150 (   -9) 4,148 ( -12) 1,802 (   -4)
小 木 1,163 (   -3) 1,198 (   -2) 2,361 (   -5) 1,047 (   -2)
羽 茂 1,375 (   -1) 1,485 (   -2) 2,860 (   -3) 1,145 (   -4)
赤 泊 1,010 (   -1) 1,020 (    3) 2,030 (    2) 825 (    0)

お　く　や　み



防火ポスター入賞者発表
佐渡市消防本部

消防本部予防課予防係 ☎51-0123お問い合わせ
入賞作品はこちらから
ご覧いただけます▶

■低学年の部 ■高学年の部

入選

入選

入選

優秀賞

優秀賞

最優秀賞

賞

※賞内の順は、学年順、五十音順で記載しています。

小木小学校

新穂小学校

金井小学校

赤泊小学校

加茂小学校

畑野小学校

学校名

3

2

1

3

2

2

学年

菊地　杏寿

曽根　千彩音

温　　光梨

鶴間　碧人

中村　莉心

織田　夏凛

氏　名 賞 学校名 学年 氏　名

入選

入選

入選

入選

優秀賞

優秀賞

最優秀賞

前浜小学校

金井小学校

新穂小学校

金井小学校

両津小学校

金井小学校

加茂小学校

6

5

4

4

5

4

6

吉田　　雅

小林　永斗葉

曽根　佑汀

青木　　統

髙野　らん

関口　鈴菜

伊豆野　春子

みやびよしだ

ひとはこばやし

ゆうなそね

もとしあおき

たかの

すずなせきぐち

はるこいずの

あんじゅきくち

ちさとそね

ひかりおん

あおとつるま

りこなかむら

かりんおだ

令和６年度

SNSで情報発信中

X
（旧Twitter）

LINE Instagram Facebook

佐渡市メール配信サービス
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